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―　21世紀  綾  あなたが主役　― 

綾小学校（５年生）の生徒のみなさんが、「お米学習」で綾町ＪＡ青年部の皆さん
と一緒に田植体験をしました。秋には美味しい「綾っ子米」ができるかな・・・。 

参議委員議員通常選挙について 

「口蹄疫緊急対策貸付」について 

「綾町・照葉短歌賞」受賞作品 

………… P2 

……… P11 

………… P15

お米学習 
（6月11日撮影） 

　男 
　女 
総　数 
世帯数 

3,388（－ 3） 
3,903（＋ 7） 
7,291（＋ 4） 
2,969（＋ 3） 

転入  16　出生 6 
転出  8　死亡 10

（　）は前月比 
現在人口調査6月1日現在 

綾町は「日本で最も美しい村」連合 
に加入しています。 
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～  新町政へあなたが期待することは何でしょうか？ ～ 

綾
町
長
　
前
　
田
　
　
穰
　 

64
歳
（
中
堂
地
区
）        

 

　
今
回
、
町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
て
。
６
期
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
20
年
有
余
の
長
き

に
わ
た
り
。
議
員
や
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
私
は
、
先
人
先
達
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し

い
歴
史
文
化
伝
統
を
築
か
れ
、
更
に
は
、
地

域
資
源
を
基
に
し
た
、
特
色
と
個
性
の
あ
る

産
業
経
済
基
盤
を
構
築
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
を
し
っ
か
り
継
承
し
、
こ
の
厳
し
い
経
済

状
況
を
乗
り
越
え
る
為
、
自
治
公
民
館
活
動

で
培
わ
れ
た
地
域
力
を
基
盤
に
、
町
民
と
の

協
働
の
力
を
持
っ
て
、
更
に
、
安
全
・
安
心

の
町
づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
自
治
消
防
団
を

次
世
代
を
担
う
人
材
と
し
て
活
か
し
、
自
主

自
立
の
町
づ
く
り
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
確

立
す
べ
き
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

　
次
世
代
を
担
う
若
者
が
情
熱
と
意
欲
を
持

っ
て
定
住
で
き
る
町
づ
く
り
を
強
力
に
推
進

し
、
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
、
綾

モ
デ
ル
を
発
信
で
き
る
町
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
み
、
親
子
・
孫
の
三
世
代
が
、
わ
が

郷
土
で
豊
か
で
楽
し
い
生
活
の
で
き
る
町
づ

く
り
に
、
役
場
が
一
つ
に
な
っ
て
町
民
の
暮

ら
し
と
生
活
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
町
民
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　 

 

■ 

重
点
施
策 

 
①
地
域
特
性
を
い
か
し
、
生
き
が
い
と
活
力

あ
る
町
づ
く
り 

・
産
業
の
活
性
化
（
農
林
水
産
業
の
安
定

化
と
産
業
経
済
の
振
興
）
の
推
進 

・
農
村
と
都
市
の
交
流
共
生
の
推
進 

・
地
産
地
消
の
拡
充
強
化 

 

②
人
と
自
然
に
優
し
く
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り 

・
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出 

・
思
い
や
り
と
温
も
り
の
あ
る
社
会
福
祉

の
推
進
・
充
実 

 

③
知
性
と
心
身
と
も
調
和
の
と
れ
た
人
の
養
成 

・
教
育
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
向
上 

 

④
人
づ
く
り（
学
力
向
上
）と
保
健
福
祉（
健
康

長
寿
）の
町
づ
く
り 

 

⑤
若
者
が
定
住
で
き
る
町
づ
く
り 

全国公民館振興市町村連盟会長 
国の林政審議会委員 
九州自立町村ネットワーク会長 
 

園 田  真理子（30代 女性：古屋地区） 
　照葉樹林、有機農業、手づくり工芸。綾町には、
地域に根ざした、魅力的な要素がたくさんあります。
綾町の特色を生かし、グリーンツーリズムなど、体
験型観光でより多くの人に綾の魅力を伝えられると
嬉しいです。今後もたくさんの人が綾を訪れ、町民
も元気がでる、そんな活気あふれる「まちづくり」
を期待しています。 
 

黒 木　幸 郎（60歳 男性：東京在住 東京綾会会員） 

　宮崎県人会の中でも、ふるさと「綾町」は誇れる
町です。前田町長は今回で６期目を迎えられます。
これまでもすばらしい町づくりをされてこられまし
たが、今後も、さらに、夢・理想を追いづづけ、リ
ーダーシップを発揮していただき、これまで同様に、
綾町らしい、綾だからこそできる特色ある魅力ある
まちづくりを進めていただきたいです。 
 

漆 島　宏 哉（中学校３年 男性：宮原地区） 
　綾町の未来を考えて、僕は町の活性化の為に、綾
町独自の良さを生かした、子ども達から高齢者の方
まで楽しく参加できる、行事やイベントを増やし、
もっと今以上に町民や観光に来られる方々と交流を
深め、明るい町にしてほしいと思います。 
 

竹 野　久 男（82歳 男性：竹野地区） 
　新町政に要望したいこととして、まず、現在農業にお
いては、高齢化が進んでいるので、空家、未使用農地等
を利用した、農業後継者の育成を考えてほしいです。ま
た、農業の専門知識・技術をもった職員を、各地区に定
期的に派遣できる環境をつくり、高齢者や若手の農業
者にさまざまな指導をしていただきたいです。最後に、
現在私たちは、福祉バス・タクシー等の高齢者を対象と
したサービスを利用していますが、非常に助かってい
るので、今後もこのようなサービスは続けてほしいです。 
 

新町政への期待　 みなさんからのコメント 
～  新町政へあなたが期待することは何でしょうか？ ～ 
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■
投
票
日 

 

　
平
成
22
年
７
月
11
日
（
日
） 

 

投
票
所
と
時
間 

●
第
１
投
票
所 

　
　
場
所
　 

綾
町
体
育
館
　 

　
　
時
間
　 

午
前
７
時
〜
午
後
６
時 

●
第
２
投
票
所 

　
　
場
所
　 

倉
輪
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー 

　
　
時
間
　 

午
前
７
時
〜
午
後
５
時 

 

投
票
の
で
き
る
人 

◆
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人 

◆
平
成
２
年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人 

◆
平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に
転
入
届

を
し
、
引
き
続
き
町
内
に
住
ん
で
い

る
人 

 

※
選
挙
当
日
投
票
に
行
け
な
い
方

　
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。 

期
日
前
投
票
と
は
？ 

●
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。 

●
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る

だ
け
で
投
票
が
で
き
ま
す
。（
宣
誓
書

の
提
出
が
必
要
、
印
鑑
は
不
要
で
す
。） 

 

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
・
場
所 

期
間
　
６
月
25
日（
金
）〜
７
月
10
日（
土
） 

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

場
所
　
役
場
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー
会
議
室 

 

※
投
票
入
場
券
を
お
持
ち
の
方
は

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

  

投
票
入
場
券 

　
入
場
券
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
入
場

券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
に
、
ハ
サ
ミ

で
切
り
離
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入

場
券
を
な
く
し
た
り
、
届
か
な
か
っ
た

と
き
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
入
場

券
は
６
月
26
日
ま
で
に
お
手
元
に
届
く

予
定
で
す
。 

 

不
在
者
投
票 

　
期
日
前
投
票
の
ほ
か
、
①
病
院
な
ど

の
施
設
で
行
う
投
票
②
郵
便
投
票
③
名

簿
登
録
地
以
外
で
の
投
票
④
選
挙
期
日

に
は
満
20
歳
に
達
す
る
が
、
投
票
の
時

点
で
は
ま
だ
20
歳
に
到
達
し
て
い
な
い

人
の
投
票
に
つ
い
て
は
、「
不
在
者
投
票
」

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
投
票
期
間
や
投
票
場
所
等
は
、
期
日

前
投
票
と
同
様
で
す
。 

 

＊
郵
便
に
よ
る
投
票 

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
郵

便
に
よ
り
自
宅
等
で
投
票
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
一
定
の
制
限
が
あ
り
、

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

【
対 

象 

者
】
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
で
、
法
令
で
定
め

る
重
度
の
障
害
の
あ
る
人 

【
請
求
期
限
】
７
月
７
日
（
水
）
ま
で 

 

開
票
の
時
間
・
場
所 

　
投
票
日
当
日
の
午
後
８
時
か
ら
高
年

者
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

 

※
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
綾
町
選

挙
管
理
委
員
会
2

七
七
―
一
一
一
二

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

7
月
　
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す 

11７
月
11
日
の
投
票
時
間
は
、

投
票
時
間
は
、第
１
投
票
所

投
票
所（
綾
町
体
育
館
）

（
綾
町
体
育
館
）が
午
前
午
前
７
時
か
時
か
ら
午
後

ら
午
後
６
時
ま
時
ま
で
、

第
２
投
票
所

投
票
所（
倉
輪
地
区
）

（
倉
輪
地
区
）は
、
は
、午
前
午
前
７
時
か
時
か
ら
午
後

ら
午
後
５
時
ま
時
ま
で
で
す
。 
７
月
11
日
の
投
票
時
間
は
、第
１
投
票
所（
綾
町
体
育
館
）が
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

第
２
投
票
所（
倉
輪
地
区
）は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。 

・・・・・・
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教育 
委員会 
77-1183

教育委員会だより40号（H22.7月号） 

昨年の4月に全国学力、学習状況調査が実施されました。 
下記の表とグラフは、全国の小学6年生の生活習慣と学力（点数）との 
関連を示したものです。 
早寝・早起き・朝ごはんや、望ましいと思われる行動を習慣化しましょう。 

※平成23年度で採択が検討されている小学校の教科書を、町公民館２階で７月９日まで展示中です。 

睡眠は何時間ですか？ 

近所の人にあいさつをしますか?

朝食を食べますか？ 

家の人に学校のできごとを 
話しますか？  
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【 一般書 】 
輝け森の子どもたち 
50代からのサプリメント・バイブル 
フタさえあれば！すごくおいしい 
アクアリウムのつくり方・楽しみ方 
和菓子のアン　　  　　　坂木　司／著 
小暮写真館　　　　　　宮部みゆき／著 

【 児童書 】 
おねえちゃんってふしぎだな 
だ～れだ？ 
ひっこしだいさくせん 
なにわのでっちこまめどん 
王さまライオンのケーキ 
 

７
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

　 
17
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
50
分 

　
ア
ニ
メ
「
ク
ロ
が
い
た
夏
」 

●
お
は
な
し
会 

毎
週
土
曜
日  

午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

 

７
月
の
休
館
日 

１
日
（
木
）・ 

毎
週
月
曜
日 

てるは 
図書館 
77-0180

  ※他にもたくさんの本が入っています 

④
 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス 

　
図
書
館
で
は
、
み
な
さ
ん
の
調
査
・
研

究
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

„
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
“
と
は
耳
慣
れ
な
い
言

葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
常
の
暮
ら
し

の
中
の
疑
問
、
仕
事
や
趣
味
に
必
要
な
調

べ
物
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。

あ
な
た
の
「
知
り
た
い
こ
と
」「
調
べ
た
い

こ
と
」
に
関
連
の
あ
る
資
料
や
関
連
機
関

を
紹
介
し
た
り
、
質
問
に
対
す
る
回
答
を

お
探
し
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。 

　
最
近
受
け
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
２

例
紹
介
し
ま
す
。 

．自
分
の
生
ま
れ
た
日
が
何
曜
日
か
知
り
た
い
。 

．『
20
世
紀
暦
』
と
い
う
資
料
に
、
曜
日
の

ほ
か
、
干
支
・
九
星
・
旧
暦
・
六
曜
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。 

．森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
遊
歩
道
が
載
っ
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
な
い
か
？ 

．綾
町
役
場
農
林
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

取
り
に
行
き
提
供
し
ま
し
た
。 

図
書
館
活
用
体
験
記 

　
ど
ん
な
時
に
図
書
館
を
利
用
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
回
は
、
登
山
が
趣
味
の
当
館
職
員
に
、

図
書
館
活
用
術
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

 

　
私
は
昨
年
、
富
士
山
を
始
め
、
九
州
・
四

国
・
中
国
地
方
の
山
に
登
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
　
初
め
て
の
山
に
登
る
前
は
、
様
々

な
情
報
を
集
め
て
山
の
様
子
を
知
り
、
山

の
形
容
や
体
力
、
歩
行
時
間
な
ど
が
自
分

に
合
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
か
め
な
が
ら

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
同
行
者
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
ま
す
。
事
前
の
準
備
は
、
事
故
防

止
な
ど
に
は
と
て
も
大
切
で
あ
り
、
そ
の

山
を
詳
し
く
知
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
登

山
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド
本
な
ど
が
あ
る
と

と
て
も
助
か
り
ま
す
。 

　
私
が
よ
く
利
用
し
て
い
る
ガ
イ
ド
本
の

一
つ
に
『
の
ん
び
り
行
こ
う
九
州
山
歩
き

ガ
イ
ド
』
が
あ
り
ま
す
。
九
州
の
61
山
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
見
開
き
１
ペ
ー
ジ
に
、

そ
の
登
山
コ
ー
ス
の
登
山
口
か
ら
頂
上
ま

で
と
、
頂
上
か
ら
下
山
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト

ご
と
の
所
要
時
間
な
ど
が
写
真
を
交
え
て
、

ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
山
口
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も

案
内
さ
れ
、
下
山
後
の
楽
し
み
で
も
あ
る

麓
で
の
温
泉
の
紹
介
も
し
て
あ
り
ま
す
。 

　
お
す
す
め
の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
中
高
年
の
た
め
の
登
山
学
』 

『
山
歩
き
の
基
本
が
わ
か
る
本
』 

『
み
や
ざ
き
百
山
』　 

『
山
と
渓
谷
（
雑
誌
）』 

他
に
も
、
る
る
ぶ
・
マ
ッ
プ
ル
な
ど
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

も
役
に
立
ち
ま
す
。 

　
初
心
者
、
経
験
者
を
問
わ
ず
、
ま
ず
は

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
し
て
、
目
的
の
山

探
し
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 

こ
の
本
い
か
が
？
„
旬
“
の
本 

　『
野
山
の
デ
ザ
ー
ト
』　
新
田 

聡
子
／

著 
 

　
す
み
れ
の
花
の
ゼ
リ
ー
、
野
い
ち
ご
の

ジ
ャ
ム
、
ど
ん
ぐ
り
豆
腐
、
ふ
き
の
と
う

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
…
。
野
草
、
木
の
実
、
花

を
使
っ
た
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
レ
シ
ピ
が

満
載
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
„
や
ま
も
も
の

ジ
ャ
ム
“
な
ん
て
い
か
が
で
す
か
？
自
然

の
恵
み
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

● 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
て
る
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の
は

ご
存
知
で
す
か
？
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
休

館
日
な
ど
を
見
た
り
、
資
料
の
検
索
・
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
携
帯
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
の

検
索
と
休
館
日
の
確
認
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://lib

.to
w
n
.a
ya
.m
iya
za
ki.jp

/ 

携
帯
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
右
上
） 

h
ttp
://lib

.to
w
n
.a
ya
.m
iya
za
ki.jp

/k

【 綾町の方が書かれた本 】 
潜水艦乗りの妻から、お百姓さんの妻へ 　　　　　　宮崎　薫／著 
シアワセノタネマコウ ～布ナプキンという選択～　　柏田ひろみ／著 
 

携帯向けホームページ 



5

12

 

６
日
（
火
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ 

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚 

赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。 

生
後
　
ヶ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

14
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場
　 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
プ
ー
ル
開
き 

プ
ー
ル
遊
び
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
ま
す
。
水
着
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
等
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

ソ
ー
メ
ン
流
し
も
し
ま
す
。(

マ
イ
箸
、
マ
イ

コ
ッ
プ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い) 

 

 

21
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
親
子
で
遊
ぼ
う 

宮
日
母
子
事
業
団
よ
り
講
師
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

 
30
日
（
金
）
誕 

生 

会 
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
７
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

　
夏
に
な
る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
咽
頭
結
膜
熱(

プ
ー
ル
熱)

や
伝
染
性
膿

か
疹
（
と
び
ひ
）
な
ど
の
感
染
症
が
流
行

し
ま
す
。
感
染
症
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
適
切
な
対
処
を
進
め
、
感

染
を
最
小
限
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。 

　
代
表
的
な
感
染
症
で
あ
る
咽
頭
結
膜
熱

を
起
こ
す
ア
デ
ノ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
風
邪
の

原
因
に
も
な
る
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で

あ
り
、
伝
染
性
膿
か
疹
の
原
因
と
な
る
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
は
、
鼻
の
粘
膜
や
皮
膚
な

ど
に
も
存
在
す
る
常
在
菌
で
す
。
体
力
が

あ
り
、
抵
抗
力
が
十
分
に
働
い
て
い
れ
ば
、

あ
る
程
度
は
撃
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
体
力
が
低
下
し
疲
れ
て
い
る
と
き
は
、

体
内
に
菌
が
侵
入
、
増
殖
し
、
病
気
を
起

こ
し
ま
す
。
感
染
症
を
防
ぐ
に
は
、
抵
抗

力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
０

〜
２
歳
児
は
、
も
と
も
と
体
力
が
少
な
い

う
え
に
、
発
汗
量
が
多
く
、
暑
さ
で
大
人

以
上
に
体
力
を
消
耗
し
ま
す
。
夏
バ
テ
や

脱
水
症
を
起
こ
し
て
い
る
と
き
に
、
感
染

症
の
侵
入
を
許
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
の
で
、
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
室
内
で
大
人
が
暑
い
と
感
じ
る
と
き
は
、

子
ど
も
は
も
っ
と
暑
く
感
じ
て
い
る
も
の
。

ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
使
っ
て
、
室
内
を

涼
し
く
保
ち
ま
し
ょ
う
。
汗
を
か
い
た
後

の
水
分
補
給
も
大
切
で
す
。 

 

子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

　
７
・
８
月
の
お
天
気
の
よ
い
日
は
、
水
遊
び
を
し
ま
す
。
水
遊
び
の
準
備
を
し
て
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
帽
子
も
お
忘
れ
な
く
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

６
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際に 
　お申し出ください。 
 

な
が
　
と
も
　
あ
い
　 

り 

 

お
　  

が
た
　
ひ
い
　 

ろ 

お
し
　
か
わ
　
か
な
　 

み 

と
み
　
な
が
　
　
　
こ
こ
ろ 

平
成
22
年
５
月
８
日
生 

平
成
22
年
５
月
14
日
生 

平
成
22
年
５
月
21
日
生 

平
成
22
年
５
月
27
日
生 

 

（
南
麓
地
区
）

（
北
麓
地
区
） 

（
神
下
地
区
）

（
宮
原
地
区
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

わくわく広場｢マンゴーチーズケーキ｣作り 

親子教室「コアラ」：いもうえ 
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日付 時間 
13:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

地区 
宮　原 
西中坪 
宮　谷 
東中坪 
北　麓 
立　町 
昭　和 
二反野 

時間 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

地区 
上   畑 
古　屋 
四　枝 
神　下 
南　麓 
中　堂 
揚　町 
麓 

月実施日 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

月実施日 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

地　区 診療時間 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

15（木） 

16（金） 

◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
７
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ 

と
　
き
　
７
月
５
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分 

対
　
象
　
妊
婦 

　 ◎
離
乳
食
教
室 

と
き
　
７
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
７
月
９
日
（
金
）
午
後
７
時
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫 

　 ＊
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

　
口
蹄
疫
に
関
わ
る
方
の 

　
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
相
談
窓
口 

　
　 

　
県
内
の
口
蹄
疫
発
生
で
、
綾
町
内
で
も

緊
張
が
続
い
て
い
ま
す
。
関
係
さ
れ
る
方
々

は
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
心
身
の
反
応
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
悩
み
の
時
は
、
左
記
の
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
1
（
〇
九
八
五
）
二
七
―
五
六
六
三
　 

中
央
保
健
所 

　
1
（
〇
九
八
五
）
二
八
―
二
一
一
一 

綾
町
健
康
セ
ン
タ
ー 

　
1
（
〇
九
八
五
）
七
七
―
〇
一
九
五 

  

　
成
人
の
健
診
・
相
談
な
ど 

　 肺
が
ん
検
診 

　
と
き
　
７
月
28
日
（
水
）・
30
日
（
金
） 

 

＊
申
込
ま
れ
た
方
に
は
事
前
に
問
診
表
を
送

付
い
た
し
ま
す
。 

特
定
健
診 

　
と
き
　
７
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
） 

 

＊
四
十
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

７
月
受
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
事
前

に
問
診
表
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

77-0195

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

健 康 
センター 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

※東中坪、南麓、昭和地区は高年者講座に参加します。 

木 
金 
水 
木 
月 
火 
水 
木 

1 
2 
7 
8 
12 
13 
14 
15

６ 
金 
金 
火 
水 
木 
月 
火 
水 

16 
16 
20 
21 
22 
26 
27 
28

６ 

相
談
専
用
電
話 

　
1
（
〇
九
八
五
）
三
二
―
五
五
六
六 

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
） 

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で 

 

＊
今
の
辛
い
気
持
ち
を
た
だ
聴
い
て
も
ら
い
た
い

　
方
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

　
ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
、
薬
物
や
ア
ル
コ

ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
等
の
本
人
や
家

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
制
） 

 

予
約
窓
口 

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
1
（
〇
九
八
五
）
二
七
―
五
六
六
三 

　
相
談
費
用
…
無
料 

　
相
談
場
所
…
宮
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階 

（
宮
崎
市
霧
島
一
―
一
―
二
） 

今月の 
メッセージ 

仕事は「できたひこ」じゃが！ 

あせらない、あせらない。 

～みやざきこころ青Ｔねっと～ 
http://www.m-aot.net
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綾
町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
、
環
境
保

全
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
に
新
た
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
に
そ

の
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

●
補
助
対
象
者 

①
自
ら
居
住
す
る
町
内
の
住
宅
に
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方 

②
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
結
ぶ
方 

③
町
税
等
の
滞
納
を
さ
れ
て
い
な
い
方 

●
補
助
対
象
要
件 

①
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と 

②
発
電
さ
れ
た
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
売
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

③
最
大
出
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
で

あ
る
こ
と
。 

●
補
助
額 

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万
円
で
、
限

度
を
12
万
円
と
す
る
。 

※
①
補
助
金
を
申
請
す
る
方
は
、
設
置
工

事
前
に
申
請
書
を
提
出
す
る
。 

　
②
予
算
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
を
締

め
切
る
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
企
画
財
政
課
　
七
七
―
二
九
四
八 

 

　
７
月
の
水
質
検
査
は
、
７
月
27
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
26
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
，
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
建
設
課
上
下
水
道
係 

七
七
―
三
四
六
七 

  
　
み
な
さ
ん
の
農
地
（
田
、
畑
、
樹
園
地
な

ど
）
の
「
土
」
は
健
全
で
し
ょ
う
か
？ 

　
土
の
中
の
養
分
が
不
足
、
あ
る
い
は
過

剰
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
有
機
農
業
開

発
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
で
土
壌
診
断
を
し

て
い
ま
す
。
土
壌
診
断
に
よ
り
適
正
な
施

肥
設
計
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

【
土
の
取
り
方
】 

　
堆
肥
や
肥
料
を
散
布
す
る
前
の
状
態
で
、

畑
（
田
）
の
四
隅
と
中
央
一
ヶ
所
か
ら
土

を
集
め
よ
く
混
ぜ
て
一
つ
に
し
て
五
百
グ

ラ
ム
程
度
を
一
つ
の
袋
に
入
れ
て
有
機
農

業
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
袋
・
ラ
ベ
ル
は
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
　
七
七
―
〇
一
〇
一 

 

　
口
蹄
疫
感
染
被
害
に
よ
り
、
相
当
の
損

失
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
納
税
が
で
き

な
い
場
合
は
、
所
轄
税
務
署
長
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
期
限
ま
で
に
申
告
で
き
な
い
と

き
は
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
２
カ

月
以
内
の
範
囲
で
、
そ
の
期
限
が
延
長
さ

れ
ま
す
。 

　
お
っ
て
、
所
得
税
の
予
定
納
税
を
さ
れ

る
方
が
、
災
害
（
口
蹄
疫
感
染
被
害
）
に
よ

り
損
失
を
受
け
た
と
き
は
、
減
額
申
請
を

す
る
こ
と
で
予
定
納
税
の
軽
減
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（w
w
w
.n
ta.go

.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
、
宮
崎
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
代
表
） 

　
宮
崎
税
務
署 

（
〇
九
八
五
）二
九
―
二
一
五
一 

 

＊
自
動
音
声
案
内
で
②
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
二

十
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
免
除
に
は
、
全
額
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
、
４
分
の
１
免
除
の
４
段
階

が
あ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
で
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
の
い
ず
れ
も
の
前
年
の
所

得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の

全
額
又
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
免
除
申
請
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、
住
民

税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
所
得
の
確

認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
申
告
も
れ
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
免
除
の
受
付
期
間 

平
成
21
年
度
分
（
Ｈ
21
年
７
月
〜
Ｈ
22
年
６
月
） 

　
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で 

平
成
22
年
度
分
（
Ｈ
22
年
７
月
〜
Ｈ
23
年
６
月
） 

　
平
成
22
年
７
月
１
日
〜 

※
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
気
を

　
つ
け
く
だ
さ
い
。 

 

　
保
険
料
の
一
部
が
免
除
承
認
さ
れ
た
場

合
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

免
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。 

　
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
の
場
合
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
免
除
さ
れ
た
期
間

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
　 

　
納
付
し
な
け
れ
ば
、
未
納
と
同
じ
に
な

り
、
受
給
資
格
期
間
や
年
金
額
に
も
反
映

し
ま
せ
ん
。 

　
承
認
を
受
け
ら
れ
た
ら
必
ず
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。 

 

2
問
い
合
せ
先 

　
福
祉
保
健
課 

七
七
―
一
一
一
四 

  

Information
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75
歳
以
上
の
方
と
75
歳
未
満
で
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
、

７
月
下
旬
に
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
連

合
か
ら
被
保
険
者
証
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
更
新
で
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

が
平
成
25
年
ま
で
の
３
年
間
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
被
保
険
者
証
の
大
き
さ
や

形
も
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の

被
保
険
者
証
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
健
康
診
査
受
診
票
も
同
封
し
て
送

付
し
ま
す
。
町
内
の
医
療
機
関
で
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
来
年
２
月
ま
で
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先 

　 

福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

 

 

 

　
下
水
道
の
機
能
を
十
分
活
か
す
た
め
に

排
水
設
備
の
工
事
は
、
責
任
技
術
者
の
い

る
指
定
工
事
店
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
責
任
技
術
者
の
試
験
が
次

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。 

日
　
時
　
11
月
21
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
前
12
時 

（
受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
） 

会
　
場
　
Ｊ
Ａ
　
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル 

受
験
料
　
五
，
〇
〇
〇
円 

※
申
込
書
の
配
布
は
７
月
５
日
（
月
）
か
ら
役
場

建
設
課
に
て
行
い
ま
す
。 

※
受
験
申
込
の
受
付
期
間
は
７
月
20
日
（
火
）
か

ら
７
月
30
日
（
金
）（
土
・
日
を
除
く
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
）
に
役
場
建
設
課
に
お
願

い
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先 

　 

建
設
課
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

  

　
中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増
進
と
中

小
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、
町
内
雇
用
の

促
進
を
図
る
目
的
で
町
内
の
中
小
企
業
に

助
成
し
ま
す
。 

《
補
助
要
件
》 

①
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に
加
入

す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と
。 

②
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に
居
住

し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。 

《
補
助
金
の
期
間
》 

　
加
入
の
月
か
ら
３
年
間 

＊
平
成
19
年
５
月
加
入
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。 

《
補
助
金
の
限
度
額
》 

掛
金
月
額
５
千
円
の
２
分
の
１
（
１
年

間
３
万
円
ま
で
）。 

＊
た
だ
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
短
時
間
労
働

　
者
の
場
合
は
、
掛
金
月
額
２
千
円
の
２
分
の
１

　（
１
年
間
１
万
２
千
円
ま
で
）。 

 

2
問
い
合
せ
先 

　
産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

 

　
各
班
を
通
し
て
、
水
切
り
バ
ケ
ツ
の
希

望
申
込
を
受
け
付
け
ま
し
た
が
、
６
月
18

日
現
在
で
約
一
，
〇
七
〇
件
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
水
切
り
バ
ケ
ツ
は
、
後
日
開
催

す
る
説
明
会
の
時
に
交
換
す
る
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
早
め
に
活
用
し
た
い
と

の
希
望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
７
月
20
日

（
火
）
か
ら
役
場
窓
口
で
現
金
引
き
換
え
（
１

個
５
０
０
円
）
に
て
交
換
い
た
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先 

　
町
民
生
活
課
　
七
七
―
三
四
六
五 

   

　
10
年
半
の
長
い
間
、
選
挙
管
理
委
員
と

し
て
御
尽
力
い
た
だ
い
た
松

重
雄
氏
の

後
任
に
日

通
夫
氏
（
揚
町
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
委
員
長
に

橋
貞
子
氏
（
南
麓
）、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
日

行
春
氏
（
杢

道
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

（
選
挙
管
理
委
員
会
） 

    

    

　
商
工
会
女
性
部
で
は
、
夏
休
み
に
下
記

の
と
お
り
学
習
塾
を
開
催
し
ま
す
。 

　
宿
題
を
早
く
終
わ
ら
せ
て
、
夏
休
み
を

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
小
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
先
着
順
で
す
の
で
、
早
め
に
商
工

会
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

日
　
時
　
７
月
21
日
（
水
）
〜
23
日
（
金
）、

　
　
　
　
26
日
（
月
）
〜
27
日
（
火
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分 

場
　
所
　
商
工
会
館
２
階 

対
象
者
　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生 

定
　
員
　
50
名
（
先
着
順
） 

受
講
料
　
無
　
料 

 

2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先 

　 

綾
町
商
工
会
　
七
七
―
〇
〇
一
七 

  

Information
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4　国民健康保険税の軽減制度 
　 

◆低所得者に対する軽減制度 
　低所得者の国民健康保険税の負担を軽くする制度があります。 

　基準に該当する世帯は、国民健康保険税のうち「均等割」と「平等割」が軽減されます。 
　 

◆２割軽減該当世帯からの申請の必要はなくなります 
　例年、納税通知書と一緒に２割軽減対象者の方に申請書をお送りし、申請に基づき軽減を決定してい

ましたが、平成20年度から申請の必要がなくなりました。７割、５割軽減の方と同様、該当世帯は自動

的に軽減されます。（該当の世帯は、納税通知書の課税明細書、軽減額等の区分の欄に表記（７割、５割、

２割と）されています。 
　 

〈参考〉世帯の総所得金額で見る軽減早見表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

◆平等割で賦課される国民健康保険税の軽減 
　世帯員が、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することによって単身世帯になる場合には、

５年間「医療分」と「支援金」にかかる平等割が半額になります。 
　 

◆75歳以上の方が、国保以外の健康保険から、後期高齢者医療制度に移行することにより、その
　被扶養者(65歳～74歳)が国保に加入する場合 
　申請いただければ2年間保険税が減免されます。該当世帯には、役場から申請書をお送りしますので、

必ず提出してください。 

5　どうしても納付が難しいときは？ 
　災害や収入の激減など特別な事情で保険税の納付が著しく困難な場合は、申請により分割納付や保険

税が減免される制度があります。詳しくは町税係へご相談ください。 

 

 

　所得が一定以下の世帯が受けられる国民健康保険税の軽減や減免は、世帯の中に
一人でも所得税または町民税の申告がされていないと適用が受けられません。申告
がされてない方は、昨年中の収入や生活状況を申告してください。 
　収入がなかった方も申告が必要です。 
 

（文書取扱 総務税政課 町税係） 

 

１人世帯 

２人世帯 

３人世帯 

４人世帯 

５人世帯 

７割軽減世帯 

0～330,000 

0～330,000 

0～330,000 

0～330,000 

0～330,000

５割軽減世帯 

 

330,001～ 575,000 

330,001～ 820,000 

330,001～1,065,000 

330,001～1,310,000

２割軽減世帯 

330,001～ 680,000 

575,001～1,030,000 

820,001～1,380,000 

1,065,001～1,730,000 

1,310,001～2,080,000
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第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 第10期 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 

みんなで支えあう 国保  

　国民健康保険は、経済的な心配がなく安心して医療を受けられるように、みんなで
助け合おうという制度です。 
　国民健康保険税（保険税）は、病院にかかったときの医療費や出産のときの一時金な
ど、加入者のために支払われる費用の財源として大切なものです。 
　国民健康保険を安心して利用できるよう、保険税は必ず納期限内に納めてください。 

 
1　平成22年度　国民県区保険税の税率は、次の表のとおりになりました。 

2　国民健康保険税は、世帯主が納めます 
　保険税を納める義務は世帯主にあります。世帯主が国保以外の健康保険（後期高齢者医療保険・社会

保険・共済組合など）に加入していても、世帯の中に１人でも国民健康保険の加入者がいれば、納税通知

書は世帯主に送られます。 

3　国民健康保険税の納期 
 

普通徴収（納付書や口座振替） 
 
 
 
第１期から第10期の10回に分けて納税していただきます。 
第１期と第２期分は、前年度の国保税額１／10ずつの暫定(仮)徴収です。 
　 

特別徴収（年金から天引き） 
 
 
 
第１期から第6期の６回に分けて納税していただきます。 
第１期から第３期までは、前年度の国保税額を基にした暫定(仮)徴収です。 
 

※医療保険分・・・国保加入者すべての方が対象です。 
※支援金分(後期高齢者支援分)・・・・・国保加入者すべての方が対象です。 
　　　後期高齢者(75歳以上)医療制度の財源として、0歳から74歳までの世帯が支援(負担)します。 
　　　納められた後期高齢者支援金は、後期高齢者医療制度の費用負担の4割分にあてられます。 
　　　平成20年度から課税されることになりました。 
※介護保険分・・・40歳から64歳までの国保加入者が対象です。 

加入者の平成21年中の 
所得に応じて計算されます。 

加入者の平成22年度の固定資
産税額に応じて計算されます。 

世帯の加入人数（被保険者
数）に応じて計算されます。 

１世帯ごとに計算されます。 

年間保険税額の最高は 
73万円です。 

区　分 医療保険分 支援金分 介護保険分 備　　　　考 

所 得 割 額  

資 産 割 額  

均 等 割 額  

平 等 割 額  

課税限度額 

5.48 ％ 

26.5 ％ 

19,400円 

16,800円 

500,000円 

2.76 ％ 

13.36 ％ 

8,700円 

7,600円 

130,000円 

1.92 ％ 

10.03 ％ 

8,800円 

5,200円 

100,000円 
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セーフティネット貸付
等の要件に該当する方
（※） 

融　資　条　件 

３年以下 

原則として　年 0.45 ％ 

法人／原則代表者要　　　　個人／原則不要 

必要に応じて要 

宮崎銀行、宮崎太陽銀行、西日本シティ銀行、鹿児島銀行、福岡銀行、 
肥後銀行、大分銀行、南日本銀行、各信用金庫、各信用組合、商工中金、 
三菱東京ＵＦＪ銀行、みずほ銀行 

運転資金　５，０００ 万円 

1０ 年以内（うち据置３年以内） 

３年超５年以下 ５年超７年以下 ７年超10年以下 

年 1.70 ％ 

年 1.50 ％ 

年 1.90 ％ 

年 1.70 ％ 

年 2.10 ％ 

年 1.90 ％ 

年 2.20 ％ 

年 2.00 ％ 

項　　目 

融　資　利　率 

保　証　料　率 

融資限度額  

融　資　期　間 
（６月１日改正） 

保　証　人  

担　　　　保 

取扱金融機関 
（６月８日改正） 

県中小企業融資制度 『口蹄疫緊急対策貸付』 
取扱期間 ： 平成２２年４月２８日～平成２２年７月３１日 

１　融資対象者　＊詳細は、県金融対策室（20985－26－7097）にお問い合わせください。 

　　次のいずれかの要件に該当するもの。 

●宮崎県内で生産される畜産物（口蹄疫の影響を受けているものに限る。）を主に取り扱う食料品製

　造業、道路貨物運送業、倉庫業、卸売業、小売業、飲食店又はと畜場を営む中小企業者及び組合。 

●口蹄疫の影響により、最近１か月間の平均売上高又は平均販売数量がそれ以前の１か月間又は前

　年同期より減少している中小企業者及び組合（農林水産業、金融業等を除く。） 
 

 
２　融資利率等 
 

３　融資の流れ 
　「口蹄疫緊急対策貸付」の融資申込みに当たっては、事前に事業所の所在地を管轄する市町村から融資

対象者に該当するか確認等を受ける必要があります。 

また、金融機関及び信用保証協会の金融上の審査があります。 

※最近３か月間の平均売上高又は平均販売数量が前年同期比又は２年前同期比３％以上減少している中小企業者等 

宮崎県からのお知らせ 

※1  確認書提出の際は、該当畜産物を取り扱っていることが確
認できる売上伝票、売上減少が確認できる帳簿、試算表等
が必要となります。また、セーフティネット貸付の要件に
該当する場合は、認定書の提出も必要となります。詳しく
は市町村の商工担当課にお問い合わせください。 

※2  融資申込みの際は、確認書等のほか、借入申
込書、市町村民税の未納がないことの証明書、
決算書、商業登記簿謄本等が必要となります。
詳しくは、金融機関にお問い合わせください。 

市　町　村 

中小企業者 取扱金融機関 
（融資審査） 

信用保証協会 
（保証審査） 

① 対象要件確認書等提出 
② 確認書等添付 

③ 融資申込 

⑥ 融 資 

① 対象要件確認書等提出 
※1

※2

② 確認書等添付 

③ 融資申込 

⑥ 融 資 

④ 保証申込 ⑤ 保証承諾 
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

1 

2 

5 
 

6 

7 

8

木 

金 

月 
 

火 

水 

木 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・ 

久木野々・小田爪 

中　堂・四　枝 

四　枝 

上　畑・尾　立 

12 

13 

14 

15 

16 

20 

21

月 

火 

水 

木 

金 

火 

水 

宮　谷 

東中坪 

神　下 

昭　和 

倉　輪 ・二反野 

古　屋 

割 付・尾 立・竹 野 

22 

23 

26 

27 

28 

29 

30

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

杢　道 

麓 

麓 

北　麓 

南麓住宅・西中坪 

南　麓 

立　町・揚　町 

７ ７ 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

綾町社会福祉協議会からのお知らせ 綾町社会福祉協議会からのお知らせ 綾町社会福祉協議会からのお知らせ 

訪問給食配食事業だより 
 

　訪問給食は、在宅で生活する高齢者及び障がい

者等の方に、食を通し健康増進や自立した食生活

の保持や利用者の方々の見守り、安否確認を行な

っています。また、食材に関しては、町内産を中

心とした国内産材料を使用し、栄養士によるバラ

ンスの摂れた弁当の提供をいたしております。 

 

●対　象　65歳以上のひとり暮らし及び 

　　　　　高齢者世帯の方、障がい者など 

●利用料　一食　400円 
　　　　　参考）6月21日～26日の１食分平均 
　　　　　　　　カロリー:559.3kcal　タンパク質:23.8g 
　　　　　　　　脂質: 14.1g塩分:3.2g 

申込先･問い合せ先 

　綾町地域包括支援センター　177-3141 

　綾町デイサービスセンター　177-2005 

 

みやざきボランティア体験月間 in あや 
 

　全国的に７月～９月をボランティア体験月間と

しており、『綾町ボランティアセンター』では、

今年も町内福祉施設での体験プログラムやボラン

ティア体験を計画しております。ボランティア活

動は、普段の生活では出会えない人たちと交流で

き、新たな自分の一面を発見できたり、楽しさと

感動を味わえます。夏休みを利用して【ボラ活】

してみませんか。 
 

昨年の活動は、ＨＰで確認できます。 

URL:綾町ボランティアセンター 

http://www.bura-vola.org/vd/ayavc/blog/ 

　 

問い合せ先 

　綾町社会福祉協議会　177-3066 

 

ケアハウス入居者募集します。 
（楽しい毎日を一緒に送りませんか。） 
 

　60歳以上の方で、自宅での生活が不安な方や、

身体機能の低下により食事つくり等困難な方を対

象にケアハウス入居者を若干名募集します。条件

等がございますので、詳しいことは施設までお問

い合わせ下さい。 
 

問い合せ先 

　綾町ケアハウス　うるおいの里 

　177-3066　植田・野村まで 

 児童館との交流会（アレンジフラワー）の様子です！ 

① 対象要件確認書等提出 
② 確認書等添付 

③ 融資申込 

⑥ 融 資 
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　お寄せいただきました義援金は、綾町の畜産農業の
口蹄疫対策のために有効につかわせていただきます。 

　上記の他、各施設等の募金箱におきましてもたくさ
んのご寄付を頂いております。お寄せいただきました
義援金は、県共同募金会を通じて口蹄疫により被害を
受けられた畜産農家の方々にお届けさせていただきます｡ 

宮
崎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
株
） 

　
代
表
取
締
役
社
長
　
溝
口
　
孝 

 （
株
）ガ
ン
バ
大
阪 

　
代
表
取
締
役
　
金 

森 

喜
久
男 

　
ガ
ン
バ
大
阪
　
選
手
会 

 

綾
町
技
能
者
組
合
　 

　
代
表
　
野 

元 

秀 

男 
 （

株
）川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ 

　
代
表
取
締
役
社
長
　
武 

田 

信 

平 

　
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
　
選
手
会 

 

綾
町
竹
細
工
教
室 

　
代
表
　
奥
　
次 

男 
 （

株
）ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

　
代
表
取
締
役
社
長
　
海 

野 

一 

幸 
 

宗
像
市
民
生
児
童
委
員 

　
赤
間
西
地
区
会
長
　
林 

田 

隆 

夫 
 

綾
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会 

　
会
員
一
同 

 

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
宮
崎 

　
綾
工
房
社
員
一
同 

 

綾
町
赤
十
字
奉
仕
団 

　
代
表
　
安
元
邦
江 
 

（
社
）宮
崎
市
郡
東
諸
県
郡
薬
剤
師
会 

 

宮
崎
県
高
体
連
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
専
門
部 

 

綾
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会 

　
会
員
一
同 

 

綾
小
学
校 

生
徒
・
教
職
員
一
同 

 

中
坪
保
育
所
父
母
会 

 
前
進
会
役
員
一
同 

 
弓
　
削
　
清
　
信 

 

国
際
ク
ラ
フ
ト
の
城 

職
員
一
同 

 

綾
町
ふ
れ
あ
い
合
宿
セ
ン
タ
ー 

職
員
一
同 

 

綾
て
る
は
の
森
の
宿 

職
員
一
同 
 

中
坪
保
育
所
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
職
員
一
同 

 

北
俣
保
育
所 

職
員
一
同 

 

南
俣
保
育
所 

職
員
一
同 

 

綾
町
軟
式
野
球
連
盟 

 

宮
崎
木
材
市
場（
株
） 

 

綾
・
ほ
ん
も
の
ア
イ
ス
工
房 

　
従
業
員
一
同 

 

綾
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会 

永
　
山
　
英
　
男 

 

綾
町
商
工
会
女
性
部 

 

綾
中
学
校
昭
和
38
年
度
卒
業 

　
や
ま
び
こ
同
窓
会 

 

有
限
会
社 

照
葉
林
業 

　
代
表
取
締
役
　
黒 

木 

純 

一 
 

綾
町
役
場
幹
部
会 

    

山
崎
株
式
会
社 

 

サ
ラ
ヤ
株
式
会
社 

　
代
表
取
締
役
社
長
　
更 

家 

悠 

介 
 

綾
町
民
の
皆
さ
ま 

  〈
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
分
〉　 

　
　
　
寄
贈
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
名 

 

新
　
留
　
　
　
守  

 

山
　
本
　
和
　
代  

 

綾
保
育
園 

職
員
一
同  

 

上
畑
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

会
員
一
同  

 
菜
の
花
ミ
ニ
バ
レ
ー 

一
同  

 

北
俣
保
育
所 

一
同  

 

北
俣
保
育
所
父
母
の
会  

 

南
俣
保
育
所
父
母
の
会  

 

匿
名
　
２ 

名  

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

宮
崎
市 

  
大
阪
府 

   

綾

町

 
  

神
奈
川
県 

   

綾

町

 
  

山
梨
県 

  

福
岡
県 

  

綾

町

 
  

綾

町

 
  

綾

町

 
 

　 

宮
崎
市 

 

小
林
市 

 

綾

町

 
  

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

埼
玉
県 

 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
  

綾

町
 

 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

宮
崎
市 

 

綾

町

 
  

綾

町

 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
  

綾

町

 
  

綾

町

 
    

宮
崎
市 

 

大
阪
府 

  

綾

町

 
     

　
麓
　 

 

神

下

 
 

綾

町

 
 

上

畑

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 
 

綾

町

 

〈
綾
町
役
場
受
付
分
〉　 

【
現
　
金
】 

　
　
　
寄
贈
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

住
所 

【
現
　
物
】 

　
　
寄
贈
者
　
　
　
　（
物
　
件
）　
　
　  

住
所 

 

（
消
毒
液 

３
箱
）    

（
感
染
防
止
対
策
支
援
物
資
）  

（
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
等
） 

【口蹄疫対策義援金合計金額】 
綾町役場受付　　　　　4,637,142円 

 
 
 

綾町社会福祉協議会受付　174,878円 

◆
口
蹄
疫
対
策
義
援
金
◆
（
寄
附
金
他
） 

 

 

「綾小学校の児童による義援金贈呈」 
子ども達が自主的に呼びかけて集めた義援金を届けるために 
来庁されました。 
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◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　
　
物
品
　
　（
地
区
名
）

田
　
淵
　
民
　
男
　
　
野
　
菜
　（
尾
　
立
） 

吐
　
師
　
　
　
保
　
　
野
　
菜
　（
宮
　
原
） 

江
坂
設
備
工
業（
株
）  

金
一
封
　（
宮
崎
市
） 

 

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　
　
故
人
　
　（
地
区
名
） 

川
　
添
　
マ
ツ
子
　

／
　

時
　
雄
　（
　
麓
　
） 

久
木
山
　
津
代
子
　

／
　

ハ
　
ル
　（
四
　
枝
） 

中
　
村
　
勝
　
志
　

／
　

厚
　
子
　（
西
中
坪
） 

松
　
崎
　
和
　
子
　

／
　

重
　
雄
　（
　
麓
　
） 

徳
　
吉
　
ユ
キ
子
　

／
　

久
　
夫
　（
宮
　
谷
） 

福
　
山
　
美
重
子
　

／
　

幸
　
男
　（
揚
　
町
） 

堀
　
　
　
ス
　
ミ
　

／
　

正
　
男
　（
尾
　
立
） 

 

◆
綾
町
育
英
会
◆ 

 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　
　
故
人
　
　（
地
区
名
） 

久
木
山
　
津
代
子
　

／
　

ハ
　
ル
　（
四
　
枝
） 

福
　
山
　
美
重
子
　

／
　

幸
　
男
　（
揚
　
町
） 

 

◆
有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
◆ 

 

　
有
機
農
業
婦
人
部
が
毎
年
行
っ
て
い
る
地

元
産
大
豆
を
使
っ
た
、
み
そ
づ
く
り
の
た
め

に
、
籾
田
勝
男
さ
ん
（
西
中
坪
）
か
ら
バ
ラ
（
竹

細
工
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
事
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
産
地
消
運
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

　
小
学
校
横
に
あ
る
町
プ
ー
ル
を
開
放

し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。 
 

期
　
間
　
　
７
月
20
日
（
火
）
〜 

８
月
31
日
（
火
） 

　 
 

※
た
だ
し
８
月
13
日
〜
15
日
の
３
日
間
は

　
休
み
ま
す
。 

※
水
質
の
問
題
等
に
よ
り
休
む
事
も
あ
り

　
ま
す
。 

 

時
　
間
　
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

注
意
事
項 

○
貴
重
品
は
持
ち
こ
ま
な
い
。 

○
幼
児
、児
童
、生
徒
は
監
視（
保
護
者
等
） 

　
の
方
が
必
ず
同
伴
す
る
こ
と
。 

○
体
調
の
悪
い
と
き
は
プ
ー
ル
に
入

ら
な
い
。 

○
行
き
帰
り
の
交
通
安
全
に
注
意
す

る
こ
と
。 

○
自
転
車
は
き
ち
ん
と
並
べ
て
お
く

こ
と
。 

   

問
い
合
わ
せ
　 

　
て
る
は
ド
ー
ム
　
1

七
七
―
一
一
一
五 

 

 

期
　
間
　
７
月
11
日
（
日
）
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
20
日
（
火
） 

ス
ロ
ー
ガ
ン 

　「
ス
ト
ッ
プ
！
脇
見
　
ぼ
ん
や
り
運
転
」 

 

運
動
の
目
標 

　
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

　
②
飲
酒
、暴
走
、過
労
・
居
眠
り
運
転
等

　
　
無
謀
運
転
の
防
止 

　
③
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進 

（
町
民
生
活
課
） 

  

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ 

 

　
宮
崎
県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
「
口
蹄

疫
」
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
イ
ベ

ン
ト
（
行
事
）
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

中
止
決
定
イ
ベ
ン
ト
（
行
事
） 

　
○
壮
年
会
球
技
大
会
（
７
月
４
日
） 

　
○
綾
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り 

　
　
綾
響
★
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
７
月
25
日
） 

（
社
会
教
育
課
） 

温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 
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第
三
回 

恋
人
の
聖
地
「
綾
町
・
照
葉
短
歌
賞
」 

受
賞
作
品
の
ご
紹
介
　 

応
募
総
数
　
　
　
　
一
九
九 

首 

　
　
一
般
の
部
　
　
一
二
四 

首 

　
　
高
校
生
の
部
　
　
一
四 

首 
　
　
小
中
学
生
の
部
　
六
一 

首 

●
一
般
の
部 

 

「
恋
人
の 

聖
地
」
で
針
が
　
進
ん
だ
ね
　 

　
　
　
　
あ
な
と
わ
た
し
の
　
恋
愛
時
計 

 

ど
ん
ぐ
り
を
　
食
べ
つ
つ
愛
を
　
語
り
け
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
縄
文
時
代
の
　
男
と
女 

綾
織
り
の
　
音
に
誘
わ
れ
　
止
め
た
足 

　
　
　
　
　
　
ほ
つ
れ
た
ハ
ー
ト
　
も
一
度
紡
ぐ 

【  

佳
　
作  

】 

添
い
寝
し
て
　
し
ず
か
に
眠
る
　
孫
の
顔
　
恋
し
き
亡
夫
の
　
面
影
に
似
て 

君
に
恋
　
し
て
は
い
け
な
い
　
事
な
ん
て
　
忘
れ
て
し
ま
い
　
そ
う
な
綾
町 

ふ
る
里
の
　
祖
母
の
姿
を
　
思
い
つ
つ
　
今
日
も
手
を
取
る
　
真
心
こ
め
て 

【  

入
　
選  

】 

五
十
年
　
と
も
に
暮
ら
せ
ば
　
癖
ま
で
も
　
姑
に
似
た
る
と
　
亡
き
あ
と
気
づ
く 

ま
ぼ
ろ
し
の
　
青
春
バ
ス
が
　
見
え
て
く
る
　
ほ
の
か
な
愛
の
　
少
年
乗
せ
て 

草
原
に
　
響
き
し
愛
の
　
鐘
鳴
れ
ば
　
天
使
の
笑
顔
　
授
か
り
し
け
り 

綾
と
い
う
　
や
さ
し
い
名
を
持
つ
　
里
に
嫁
し
　
今
夫
と
立
つ
　
「
恋
人
の
聖
地
」 

そ
ば
に
い
て
　
そ
の
一
言
が
　
言
え
な
く
て
　
今
日
も
あ
な
た
の
　
背
中
を
見
送
る 

綾
川
に
　
釣
り
た
て
の
鮎
　
焼
き
く
れ
し
　
友
の
金
婚
　
祝
ふ
と
訪
ぬ 

葉
脈
を
　
細
く
流
る
る
　
水
の
ご
と
　
こ
の
身
を
満
た
す
　
父
母
の
愛 

「
哀
し
い
」
と
　
君
の
懐
へ
と
　
す
べ
り
込
む
　
恐
い
夢
み
し
　
幼
の
よ
う
に 

 

●
高
学
生
の
部 

 

メ
ー
ル
嫌
い
　

絵
文
字
も
苦
手
　

め
ん
ど
く
さ
い 

　
　
　
で
も
貴
方
と
な
ら
　
毎
日
し
た
い 

 

あ
り
が
と
う
　
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
　
こ
の
想
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
君
の
心
に
　
届
け
た
い
ん
だ 

漢
字
で
は
　
一
文
字
で
書
く
　｢

愛
」
だ
け
ど 

　
　
　
　
　
　
一
言
で
言
え
な
い
　「
愛
」
の
大
き
さ 

 ●
小
中
学
生
の
部 

 

あ
な
た
の
ね
　
笑
顔
見
る
た
び
　
好
き
に
な
る 

　
　
　
そ
の
笑
顔
が
　
あ
の
子
の
モ
ノ
で
も 

 ほ
ん
と
な
ら
　
ぼ
く
以
外
に
は
　
見
せ
な
い
で 

　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
笑
顔
が
　
切
な
く
な
る
か
ら 

「
好
き
な
ん
だ
」　
そ
ん
な
こ
と
さ
え
　
言
え
な
く
て 

　
　
　
　
　
キ
ミ
の
全
て
に
　
な
れ
る
の
か
な
？ 

【  

佳
　
作  
】 

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
　
ど
こ
か
で
僕
の
名
　

呼
ん
で
い
る
　

走
っ
て
帰
る
　
ラ
ン
ド
セ
ル
重
い 

好
き
す
ぎ
て
　

好
き
と
言
え
な
い
　
こ
の
二
文
字
　

君
と
の
関
係
　

守
る
た
め
に
・・・ 

あ
な
た
が
ね
　

笑
う
と
花
が
　

咲
く
ん
だ
よ
　
お
お
げ
さ
だ
け
ど
　
ホ
ン
ト
な
ん
だ 

 

      

杉
田
　
一
成 

 
斉
藤
由
記
美 

 

菅
沼
　
和
子 

伊
藤
　
夏
人 

川
越
由
美
子 

 

重
永
タ
ミ
子 

日

　
尚
子 

吉
野
か
お
り 

鈴
木
み
ち
子 

田
中
真
由
美 

小
松
　
京
子 

西
口
ひ
ろ
子 

戸
高
　
美
緒 

       

児
玉
　
沙
織 

 

押
川
　
　
亮 

    

 

  

松
永
　
稜
樹 

 

湯
浅
　
麻
弥 

 

菅
沼
　
有
星 

安
藤
由
唯
奈 

漆
島
　
宏
哉 

      

宮
崎
市 

 

綾

町

 

 

綾

町

 
三
重
県 

宮
崎
市 

 

日
南
市 

日
向
市 

綾

町

 

綾

町

 

宮
崎
市 

宮
崎
市 

東
京
都 

日
向
市 

       

綾

町

 

 

西
都
市 

       

綾

町

 

 

綾

町

 

 

綾

町

 

綾

町

 

綾

町

 

      （

） 

 （

） 

 （

） 
（

） 

（

） 

 （

） 

（

） 

（

） 

（

） 

（

） 

（

） 

（

） 

（

） 

       （

） 

 （

） 

       （

） 

 （

） 

 （

） 

（

） 

（

） 

 

村
　
上
　
菜
央
子
　（
西
都
市
） 

青
　
山
　
睦
　
子
　（
宮
崎
市
） 

菅
　
沼
　
帆
南
美
　（
綾
　
町
） 

最
優
秀
賞 

最
優
秀
賞 

最
優
秀
賞 

優
秀
賞 

 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

 
優
秀
賞 

つ  

ま 

ち
ち
は
は 

か 

つ  

ま 
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A y a  T o p i c s

日付/曜日 てるはドーム 野　球　場 錦原サッカー場 てるは広場 

綾っ子歯ッピー大会 
 
　6月4日（金）、高年者研修センターで「綾
っ子歯ッピー大会」が開催され、町内の
保育所・幼稚園児、保護者等約200人が
参加しました。大会では、今春の歯科検診
で虫歯のなかった園児105人に「綾っ子
歯ッピー大賞」、昨年から虫歯が増えなか
った25人に「綾っ子歯ッピー準大賞」、治
療が済んだ36人に「綾っ子歯ッピー賞」
が贈られました。表彰後にはアンパンマ
ンの寸劇もあり、子ども達は楽しく、歯の
大切さや、歯磨き習慣を学んでいました。 
 

奉仕作業ありがとうございました 
 
　町内の上水道指定店７業者（18名）
によります水道施設の清掃ボランティ
アが５月21日に行われました。錦原配
水池をはじめ、各中継ポンプ場の除草、
タンク外装の洗浄をしていただきました。 
　上水道指定店の皆様には常日頃か
ら安定した水の供給にご協力いただい
ております。 
 

優秀施工者国土交通大臣顕彰受賞 
 

　５月27日（木）、東京都のメルパーク

ホールで開催されました「平成22年度

　優秀施工者、建設産業人材確保、育

成対策顕彰式典」において、小田爪地

区の前田清範さんが、「優秀施工者（建

設マスター）国土交通大臣顕彰」を受

けられました。これは、毎年、国土交通

省が建設産業の第一戦で「ものづくり」

に直接従事している建設技能者の中

から特に優秀な技能・技術を持ち、後

進の指導・育成などに多大な貢献をし

ている方を表彰しているものです。 

 

綾町長当選証書付与式 
 

　6月14日（月）、綾町役場において、

綾町長選で、無投票で６選目を果たした、

前田　穰さん（中堂地区）へ綾町選挙

管理委員会より、当選証書が付与され、

当選証書を付与した、高橋貞子選挙管

理委員長は、「町民が安心して暮らせる

まちづくりに尽力してほしい」と激励しま

した。前田町長の任期は７月11日から、

４年間となります。 

 

綾町地域婦人会から花束のプレゼント 
 

　6月16日（水）、綾町役場において、

綾町地域婦人会より、綾町長に「父の

日のプレゼント」として色鮮やかな花束

がプレゼントされました。 

 

青年海外協力隊派遣 
 

　ＪＩＣＡ（国際協力機構）青年海外協力

隊のボランティアとして、蚊口理恵さん

（南麓地区）が、今年６月から２年間、助

産師としてインドネシアへ派遣されます。

妊産婦の知識向上を目指し「母親学級」

プログラムの企画・運営をおこなうほか、

妊産婦に対する助言等を行います。こ

れからの活躍を期待します。 

 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（月） 

（土） 

（日） 

（土） 

3 

4 

10 

11 

17 

18 

19 

24 

25 

31

 

 
 

 

 

 

てるはドーム杯バドミントンＡＢＣD大会 

県中学校総合体育大会 
　　　　　（ハンドボール） 

トップアスリート事業中学生バレーボール 

 

日本少年野球選手権大会県予選 

 

 

 

日本少年野球読売旗争奪宮崎大会 

 

 

  日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 



日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

7月 くらしのカレンダー 
275-8500 

277-0333 

285-5522 

277-3355 

275-1000 

282-5611 

日高内科胃腸科… 

綾立元診療所…… 

にしぞの内科…… 

綾外科…………… 

棚田内科泌尿器科 

こむら内科医院… 

4日 

11日 

18日 

19日 

25日 

8月1日 

の日曜在宅医 ７月 
【 内科・外科 】 

■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

参議院議員通常選挙期日前投票（～10日） 
消防団幹部会 

 

 

在宅医　日高内科胃腸科（75-8500） 

自治公民館長会 

高年者クラブ会長会 
親子教室｢コアラ」 

農業用廃ビニール回収日 

 

 

参議院議員通常選挙期日前投票最終日 

夏の交通安全県民総ぐるみ運動 
参議院議員通常選挙投票日 
　　　　　〃 
参議院議員通常選挙開票 
在宅医　綾立元診療所（277-0333） 

教育委員会 
水難事故防止安全祈願祭 

 

わくわく広場 
農業用廃ポリ回収日 

 

 

 

家庭の日 
在宅医　にしぞの内科（282-5522） 

海の日 
在宅医　綾外科（277-3355） 

小中学校終業式 

ゆったり子育て教室 
農業用廃ビニール回収日 

 

 

 

在宅医　棚田内科泌尿器科（275-1000） 

農業委員会 

 

農業用廃ポリ回収日 

 

誕生会 

 

在宅医　こむら内科医院（282-5611） 

8：30～20：00 

19:00～ 

 

 

 

 

13:30:～ 

9：30～11：30 

13:30～17：00 

 

 

8：30～20：00 

（～20日） 

7：00～18：00 

7：00～17：00 

20：00～ 

 

13:30～ 

11:00～ 

 

9：30～11：30 

13:30～17：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

9：30～11：30 

13:30～17：00 

 

 

 

 

 

 

13:30～17：00 

 

10：00～11：30 

 

 

役場ロビー会議室 
役場 会議室 

 

 

 

町公民館 

高年者研修センター 
子育て支援センター 

JA選果場 

 

 

役場ロビー会議室 

 
綾町体育館 
倉輪営農研修センター 
高年者研修センター 
 

町公民館 
綾川荘 

 

子育て支援センター 
JA選果場 

 

 

 

 
 

 
 

 

子育て支援センター 
JA選果場 

 

 

 

 
 

 

JA選果場 

 

子育て支援センター

1 
 

2 

3 

4 

5 

6 
 

7 

8 

9 

10 

 
 
11 
 
 

12 
 

13 

14 
 

15 

16 

17 

18 
 

19 
 

20 

21 
 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

1

木
 
 

金 

土 

日 

月 

火 
 

水 

木 

金 

土 

 
 
日 
 
 

月 
 

火 

水
 
 

木 

金 

土 

日 
 

月 
 
火 

水 
 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

7月は、　　　　　　　　 
固定資産税2期、　 
国民健康保険税3期 

　　　　　　　の納期です。 
納期限は8月2日（月）です。 

田中國廣宅跡 
　綾の古屋で作刀していたと伝

えられており、作品の多くは重

要文化財として指定されている。

この功績を称えるため、顕彰碑

を建て遺跡として保存している。 

 

未来へ残そう！ 

小学生「田植体験（お米学習）」（6月11日撮影） 


